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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

1 9 4 4 年 1 1 月 、 鳥 取 県 生 ま れ 。 広 島 大 工
学 部 卒 。 2 0 0 5 年 ま で 県 産 業 技 術 セ ン タ ー
で 日 本 酒 や 酵 母 に つ い て 研 究 し 、 県 産 日
本 酒 の 品 質 向 上 と 新 商 品 開 発 支 援 に 携 わ
っ た 。 退 職 後 は 「 や ま ぐ ち 発 酵 文 化 研 究
所 」 を 立 ち 上 げ 、 代 表 を 務 め る 。

8 8 2

　
１ ９ ５ ４ 年 の 結 成 か ら

今 年

7 0周 年 を 迎 え た 山 口

鷺 流 狂 言 保 存 会 の 会 長 を務 め る 。 昨 年 ４ 月 に ３ 代目 会 長 に 就 任 し 、  「 一 ファ ン か ら の ス タ ー ト で 、重 責 を 感 じ つ つ も 、 伝 統芸 能 の 継 承 に お い て 役 に立 て る の で あ れ ば 」 と 、会 の 振 興 を 見 守 る 。　
約

3 5年 前 、 故 ・ 樹 下 明

紀 前 会 長 に 誘 わ れ て 公 演を 初 め て 鑑 賞 。 そ の 面 白さ に 魅 せ ら れ 、 定 期 公 演な ど に 通 う よ う に な った 。 特 に 「 二 人 袴 」 や

「 墨 塗 り 」 な ど の 演 目 は 、「 笑 い の 発 想 に 感 心 し 、 この 発 想 を 仕 事 に も 生 か せ ない か 考 え た ほ ど 」 と い う 。　
同 保 存 会 は 、 今 年 ３ 月 に

「 国 立 劇 場 お き な わ 」 の 開場

2 0周 年 記 念 公 演 に も 招 待

さ れ 、 県 外 で も 知 名 度 を 上げ て い る 。　

2 7日  （ 日 ）  に は 野 田 神 社 能

楽 堂 （ 山 口 市 天 花 ） で

7 0周

年 記 念 公 演 が 開 か れ る 。「 長 い 伝 統 を 受 け 継 い だ 芸能 を 生 で 鑑 賞 し て 、 大 い に笑 っ て ほ し い 」 と 来 場 を 呼び か け る 。

柏 か し わ

木
ぎ

　
享 す す む

さ ん

7 0周 年 を 迎 え た 山 口 鷺 流 狂 言
保 存 会 の 会 長

海 野 幹 雄
カ 月 で 桐 朋 女 子 高 音 楽 科（ 共 学 ） に 合 格 。 そ の後 、 １ ９ ９ ８ 年 に 桐 朋 学園 大 ア ン サ ン ブ ル デ ィ プロ マ コ ー ス を 修 了 し 、 洗足 学 園 大 ソ リ ス ト コ ー スで も ス キ ル を 磨 い た 。 第

2 0回 霧 島 国 際 音 楽 祭 特 別
奨 励 賞 （

9 9年 ）  、 第

1 4回

川 崎 市 音 楽 賞 コ ン ク ー ル最 優 秀 賞 （ ２ ０ ０ ０年 ）  、 第

1 2回 全 日 本 ソ リ

ス ト コ ン テ ス ト グ ラ ン プリ （

0 2年 ） 等 の 受 賞 歴 が

あ る 。 映 画 「 お く り びと 」  （

0 8年 ） に も 、

1 2人

の チ ェ リ ス ト の 一 人 と して 参 加 し た 。　
岡 山 県 生 ま れ の 松 本

は 、 中 学 ３ 年 時 に 第

4 8回

全 日 本 学 生 音 楽 コ ン ク ール で 優 勝 （ １ ９ ９ ４年 ）  。 そ の 後 も 、 ウ ク ライ ナ の ホ ロ ヴ ィ ッ ツ 国 際ピ ア ノ コ ン ク ー ル ３ 位（

9 7年 ）  、 第

6 7回 日 本 音 楽

コ ン ク ー ル 優 勝 （

9 8

年 ）  、 イ タ リ ア の ブ ゾ ーニ 国 際 ピ ア ノ コ ン ク ー ル４ 位 （ ２ ０ ０ １ 年 ）  、 ベル ギ ー の エ リ ザ ベ ー ト 王

妃 国 際 音 楽 コ ン ク ー ル ５位 （

0 3年 ） な ど 受 賞 多

数 。 シ リ ー ズ 「 松 本 和 将の 世 界 音 楽 遺 産 」 に も 取り 組 ん で い る 。　
当 日 の 演 奏 曲 は 、 無 伴

奏 チ ェ ロ 組 曲 よ り （ バ ッハ ）  、 組 曲 「 動 物 の 謝 肉祭 」 よ り 白 鳥 （ サ ン

=

サ

ー ン ス ）  、 ハ ン ガ リ ー 狂詩 曲 作 品

6 8（ ポ ッ パ

ー ）  、 チ ェ ロ ・ ソ ナ タ 第１ 番 ホ 短 調 作 品

3 8（ ブ ラ

ー ム ス ） な ど が 予 定 さ れて い る 。

　
「 光 さ

す 水 底 から 〜 海 野幹 雄 チ ェロ コ ン サー ト ｗ ｉｔ ｈ 松 本和 将 」が 、

2 6日

（ 土 ）  午 後２ 時 から 、 Ｃ
･

Ｓ 赤 れ んが （ 山 口市 中 河 原

町 ５ ） で 開 か れ る 。　
海 野 は 、 父 に 元 Ｎ Ｈ Ｋ

交 響 楽 団 コ ン サ ー ト マ スタ ー の 海 野 義 雄 を 、 母 に元 東 京 都 交 響 楽 団 の 首 席チ ェ リ ス ト を 持 つ 音 楽 一家 に 生 ま れ た 。 音 楽 を 始め た の は

1 4歳 か ら と 遅 か

っ た が 、 母 か ら の 手 ほ どき も あ り 、 わ ず か １ 年 ４　
講 座 「 あ な た に 寄 り 添

う 医 療 保 険 と 年 金 保 険 〜文 化 が 変 わ る マ イ ナ 保 険証 と 高 い 年 金 受 給 」 が 、
2 7日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ３

時 半 ま で 県 セ ミ ナ ー パ ーク （ 山 口 市 秋 穂 二 島 ） で開 か れ る 。 県 労 働 協 会 が「 働 く 人 の た め の 労 働 基礎 講 座 」 と し て 開 催 す るも の 。　
今 年

1 2月 ２ 日 以 降 、 現

行 の 健 康 保 険 証 は 新 規 ・

再 発 行 さ れ な く な り 、 マイ ナ ン バ ー カ ー ド （ マ イナ 保 険 証 ） を 基 本 と す る仕 組 み に 移 行 す る 。 そ こで 、 マ イ ナ 保 険 証 の 意 義と 有 効 性 、 個 人 番 号 の 健康 保 険 利 用 等 、 今 後 の 医療 保 険 制 度 に つ い て 、 社会 保 険 労 務 士 の 吉 国 智 彦さ ん が 解 説 。 加 え て 、 年金 受 給 額 を 少 し で も 高 くす る 方 法 に つ い て も 、 わか り や す く 説 明 す る 。

　
講 演 後 は 、 講 演 の テ ー

マ に 沿 っ た 内 容 を 社 労 士に 相 談 で き る 「 個 別 労 働相 談 会 」 も あ る 。　
講 演 ・ 相 談 会 と も 参 加

は 無 料 だ が 、 事 前 の 申 し込 み が 必 要 。 希 望 者 は 、ウ ェ ブ サ イ ト （

https://

w
w

w.y-roudoukyoukai.

jp/ ） に あ る 専 用 フ ォ ー

ム 、 電 話 、 フ ァ ク ス の いず れ か で 、 住 所 ・ 氏 名 ・電 話 番 号 ・ 個 別 相 談 希 望

海 野 幹 雄 が チ ェ ロ コ ン サ ー ト
松 本 和 将 と Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が で

2 6日

「 働 く 人 の た め の 労 働 基 礎 講 座 」

医 療 保 険 と 年 金 受 給 に  つ  い  て 吉 国 さ ん が 解 説２ ７ 日

　
全 席 自 由 で 、 前 売 り 券

は 一 般 ２ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳

以 下 １ ０ ０ ０ 円 。 同 施設 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口 市 民会 館 、 サ ン パ ー ク あ じ すで 購 入 で き る 。 当 日 券 は各 ５ ０ ０ 円 高 （ 残 席 が ある 場 合 の み ）  。 問 い 合 わせ は 同 施 設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－ ６ ６ ６ ６ ） へ 。

　
「 や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツ

ア ー 〜 県 北 部 の 紅 葉 ・ 巨木 を 訪 ね て 」 の 参 加 者 が募 集 さ れ て い る 。 山 口 県北 部 の 巨 木 と 紅 葉 を バ スの 有 無 を 同 協 会 （

☎
０ ８

３

－

９ ３ ３

－

３ ２ ２ ０ 、

０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

３ ２

２ ９ ） へ 伝 え る 。　 「 長 年 、 社 会 保 険 庁 ・

日 本 年 金 機 構 で 年 金 実 務を 担 当 し て き た 講 師 が 、分 か り や す く 説 明 す る 。ぜ ひ 参 加 を 」 と 、 同 協 会は 聴 講 を 呼 び か け る 。 で 巡 る 日 帰 り ツ ア ー で 、開 催 日 は

1 1月

1 9日  （ 火 ）  。

　
当 日 は 、 午 前 ８ 時

2 0分

ま で に 維 新 百 年 記 念 公 園（ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ） に集 合 。 長 門 峡 （ 山 口市 ）  、 吉 部 八 幡 宮 （ 萩市 ）  、 大 覚 寺 （ 阿 武 町 ）  、大 寧 寺 （ 長 門 市 ） の ４ カ所 を 訪 問 す る 。　
参 加 費 は ５ ０ ０ ０ 円

で 、 昼 食 （ そ ば ） 代 と 保険 料 も 含 ま れ る 。 申 し 込み は は が き で 、 主 催 す る（ 公 財 ） や ま ぐ ち 農 林 振興 公 社 へ 。 締 め 切 り は

2 5

日  （ 金 ）  消 印 有 効 。　
詳 細 は 、

1 9日 付 本 紙 掲

載 広 告 を 参 照 の こ と 。

１ １ 月  １ ９ 日県 北 部 を バ  ス  で 巡 る
や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツ ア ー
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こ の 供 養 塔 に 辿 り 着 く に は ガ イ ド さ ん に お

願 い し な い と 絶 対 に 無 理 で あ る 。 そ れ だ け に一 見 の 価 値 は あ る 。 津 和 野 三 本 松 城 城 主 吉 見隆 頼 は 大 内 義 隆 の 姉 を 妻 に し た 吉 見 氏 の 第 十代 で 、 山 口 滞 在 中 何 者 か に 殺 害 さ れ た 。 彼 の供 養 塔 と 伝 わ る も の は 市 場 集 落 か ら 市 場 川 沿い に １ ㌔ メ ー ト ル 余 り 谷 に 入 っ た 所 に あ る 。　
供 養 塔 は 高 さ 約

9 0㌢ メ ー ト ル で 、 江 戸 時 代

の 地 誌 ・ 防 長 風 土 注 進 案 に は 「 御 戒 名 書 附 無御 座 候 」 と 記 し て あ る が 、 供 養 塔 に は 「 榮 林源 椿 大 居 士 」 と 鋭 く 彫 ら れ て い る 。 ま た 裏 側に は 「 天 文 九 年 十 月 十 九 日 吉 見 三 郎 」 と も 刻ま れ て い る 。 三 郎 は 隆 頼 の 通 称 だ が 、 近 く の恵 長 寺 に あ る 位 牌 に は 「 天 文 八 年 九 月 二 十 七日 没 」 と あ る そ う で 、  何 と も よ く 分 か ら な い 。

3 1 伝 ・ 吉 見 隆 頼 供 養 塔

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝        　

 古 谷 眞 之 助

2 0 5 6

　
収 穫 の 秋 。 紅 葉 を 楽 し み な が ら キ ノ コ 狩 り を さ れ る 方 も い ら

っ し ゃ る か も し れ ま せ ん ね 。 そ の 一 方 で 、 秋 の 味 覚 の 一 つ 、 キノ コ に よ る 食 中 毒 は 毎 年 発 生 し て い ま す 。 ま た 、 キ ノ コ に 限 らず 、 毒 を も っ た 植 物 は 他 に も 注 意 が 必 要 で す ！　
厚 生 労 働 省 の 統 計 に よ る と 、 ２ ０ ２ ３ 年 、 キ

ノ コ に よ る 食 中 毒 は

2 4件 発 生 し 、

6 0名 の 患 者 が

出 て い ま す 。 こ の う ち １ 名 の 方 は 亡 く な ら れ てい ま す 。 正 確 な 数 は わ か っ て い ま せ ん が 、 日 本 に は 四 千 か ら 五千 種 類 も の キ ノ コ が あ る と 言 わ れ て い ま す 。 そ の う ち 食 べ ら れる キ ノ コ は 約 百 種 類 、 中 毒 を 起 こ す 毒 キ ノ コ は 二 百 種 類 以 上 と

言 わ れ 、 残 り の キ ノ コ は 食 べ ら れ る か 毒 が あ る か も わ か っ て い ま せ ん 。毒 キ ノ コ の な か に は 食 用 の キ ノ コ に 非 常 に よ く 似 た も の が あ る た め 、 食用 と 勘 違 い さ れ て 食 中 毒 を 起 こ す ケ ー ス が 多 数 報 告 さ れ て い ま す 。　
自 然 の 野 山 に も 有 毒 な 植 物 は 多 く あ り ま す 。 見 知 ら ぬ 植 物 を 素 人 判 断

で 食 べ る こ と は 絶 対 に や め ま し ょ う 。

（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り有 毒 植 物 に 注 意 し ま し ょ うキ ノ コ に よ る 食 中 毒

キ ノ コ に よ る 食 中 毒 を 防 ぐ た め に① 知 ら な い キ ノ コ を ﹁ 採 ら な い 、 食 べ な い 、 売 ら な い 、 人 に あ げ な い ﹂・ キ ノ コ 狩 り で は む や み に 採 取 し な い 。 食 用 キ ノ コ だ と は っ き り 分 か る も　
の だ け を 採 取 。 食 用 か ど う か 不 安 な 場 合 は 専 門 家 に 判 断 し て も ら う 。

・ キ ノ コ を 他 人 に あ げ る と き は 、 必 ず 安 全 で あ る こ と を 確 認 し て か ら 。・ 入 手 先 に よ ら ず 、 見 知 ら ぬ キ ノ コ は 食 べ な い 。・ 本 や イ ン タ ー ネ ッ ト 、 採 取 会 な ど で キ ノ コ に つ い て 学 ぶ 。② 毒 キ ノ コ の 迷 信 を 信 じ な い　
キ ノ コ を 見 分 け る に は 詳 し い 専 門 家 の 鑑 別 か 、 科 学 的 に 種 類 を 分 別 す

る か し か 方 法 は あ り ま せ ん 。 く れ ぐ れ も 「 色 が ○ ○ の キ ノ コ は 食 べ ら れる 」 な ど の 迷 信 を 信 じ て キ ノ コ を 判 別 し な い よ う に し ま し ょ う 。キ ノ コ 以 外 の 植 物 性 自 然 毒 に よ る 食 中 毒　
毒 を も っ て い る 植 物 は キ ノ コ 以 外 に も た く さ ん あ り ま す 。 正 し い 知 識

を 持 っ て 、 食 中 毒 の 発 生 を 防 ぎ ま し ょ う 。① ジ ャ ガ イ モ　
「 芽 」 の 部 分 だ け で は な く 、 皮 の 周 辺 部 を は じ め 、 実 の 部 分 に も わ ず か

に 毒 が 含 ま れ て い ま す 。 小 さ い も の や 、 日 光 に あ た っ て 緑 色 に 変 色 し たも の な ど に は 特 に 多 く 含 ま れ る の で 、 食 べ な い 方 が 良 い で し ょ う 。② バ イ ケ イ ソ ウ ・ ス イ セ ン ・ イ ヌ サ フ ラ ン ・ チ ョ ウ セ ン ア サ ガ オ　
バ イ ケ イ ソ ウ は オ オ バ キ ボ ウ シ 、 ス イ セ ン は ニ ラ 、 イ ヌ サ フ ラ ン は ギ

ョ ウ ジ ャ ニ ン ニ ク 、 チ ョ ウ セ ン ア サ ガ オ は ゴ ボ ウ と 間 違 え ら れ て 食 べ られ る こ と が あ り ま す 。 野 草 採 取 時 に 注 意 し た り 、 家 庭 菜 園 を す る 場 合 は似 た よ う な 植 物 を す ぐ 近 く で 栽 培 し な い こ と な ど が 食 中 毒 予 防 に つ な がり ま す 。③ ア ジ サ イ　
料 理 に 添 え ら れ て い た ア ジ サ イ の 葉 を 食 べ て 食 中 毒 を 起 こ し た 事 件 も 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

︻ 第 ５ 回 朗 読 マ ラ ソ ン ︼自 分 の 好 き な 作 品 を 読 みつ な ぐ イ ベ ン ト の 参 加 者を 募 集 。

1 1月

1 7日  （ 日 ）  午

前

1 0時 半 か ら 山 口 情 報 芸

術 セ ン タ ー ス タ ジ オ Ｃ

　

締 切

：

1 1月 １ 日  （ 金 ）

　

 

愛

メ イ ト 事 務 局

☎
０ ８ ３

－

９ ０ １

－ １ ０ ４ ０

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

「 サ ン デ ー 伝 言

板 」 は 、 無 料 も し く は 低料 金 で 、 気 軽 に 「 あ なた 」 の 情 報 を 約 ６ 万 ４ ００ ０ 世 帯 に 発 信 す る こ とが で き ま す 。 お 申 し 込 みはウェブサイト
（

https://
w

w
w.sunday-

ya
maguchi.co.jp/

）  か ら 。

学
　 　

ぶ

お 知 ら せ山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

2 4日  （ 木 ）  ~

1 1月

５ 日  （ 火 ）  :

秋 の 北 海 道 物

産 展

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~

2 8日  （ 月 ）  :

雪 月 花

 

四

季 を 飾 る 歳 時 記 展 、 岡 本佳 子 金 工 展

次 回 は 1 0 月 3 0 日 掲 載


